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坐上≦_工立Ω⊇K皇撞
石部小学校 校報 第107号

平成30(2018)年 2月 16日

電 言舌 :77-2030
FAX:77-6733

立春を過ぎましたが、今年は例年に無 くまだまだ氷点下の寒い 日が続いていますっ しか し、
季節は一進一退を繰 り返 しながらも、確実に 「春」に近づいています。

今年は、韓国のピョンチャンで冬季オ リンピックが開催 されています。 日本代表の選手たち
は、力の限 り頑張っています。選手たちに負けないよう、残す ところ一月余 りとなった平成 2
9年度の締めくくりが しっか りとできるよう、教職員一同気持ちを引き締めて頑張 りたいと
思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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新学習指導要領が公示 され、来年度から教科によっては移行が始まり、東京オ リンビックが

開催 される平成θ2′短
`ば

″θ′%骸の よ 先宕:全兵笏さ れ ますcそ こで、すでに新聞やテ レビ等で
ご存 じの方 もお られ ると思いますが、その概要についてお知 らせ します。

1学習指導要領が改訂されるようになった理由 ‖
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をして、人間が活躍できる職業はなくなるのではないか。
・今学を'で多iえ てク〕ることは、時代が変化 したら.涯:〃 ιな くなるのではないか。

(※ 日本の子 どもたちのフ 落
・
ちたわ″ で′まあ クません。)

浄顔|なグ|′を
｀
の中でも、メ来 の

|′創り 手になれる資質・能力を確実に備えた子 どもを育成する学
校教育を実現するために改訂

lどのような目的で改訂するのか !
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・ス_I:夕議がいかに進化しようと、行っているのは与えられた′力の申での処どである
=

・ス用′妥、感を・を_豊かに移かせながら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会
や人生をよりよいものにしていくのかという″″を′ら考え″チことができる3

・場面や状況を理解して′分 で′″を設1定t、 そのβ`″′ごノ慶εで:必」要「な′骨11顔を月つ′ノ、 1青報
を基に深く理解して′_分の考えをまとめたり、″ヂ″ふさわιク髪 夕をIズ:し たりするこ
とができる。また、答えのない問題に対して、ク`ろク`ろなスと″:力 ιな″S｀ ら′笏 εて
夕

'′

符1でまろ各iえ を見́つゲることができるし、このために必要「な:力 を濠夕:膚:の 申でまんでクヽるの
が、人間の学習である。子供たち一人一人が、予劫/できなクヽグ'な

ノご受′九身で〃:翅 ナるので
ん″分ぐ、三

・
ク賭りたリウま合って,野|わ ク今クヽ、その′』窟を′涯して、′らのプ詣産をつぎ:揮

rι
、ま

クまクヽ1を
・分と≠務叡 笙・の規″ヂとなってクヽゲろまラ″ナることが重要であるっ

。こうした力の育成は、学校教育が長年 /:生まう力yの意;夕として目標としてきたものであ
り、今は正に、′

;)'夕
・
″ 分とが浣窃れれ薫存し、残媛弘藁菱分しなければならない。

・より良い学校教育を通じて、まク虔クヽを・会をク
・
るという目標を学校と社会が共有して実現。

(新 しい学習指導要領の みえ方 :文部科学省資料より)



」口4ロソ 」

『

ノ劇艘 /.11111に ノ鵬け /“蜘1畔 ′,1世鳳け /」臓・/」劇′′″ /“■F/■饉魔′コロ′ノ」麟麒け |||||ヽ

電,上′宣鷺彎九‖傲ガ士/怠ゑ竃覧;麟切/11珀

知っているだけではだめ

何を理解 しているか

何ができるか

どのように社会 。世

界 と関わり、よりよい

人生を送るか。
よりよい社会を創 る

とい う目標を持つ。

理解 していること 。できることを

どう使 うか

考え、判断し、伝える力をつける

※ 「主体的 。対話的で深い学び」を行 う

主体的・・・自ら進んで考え、学ぶ

対話的・・・他の人と協力 し、相手にふさ

わしい表現を工夫 して

深い学び 。。身に付けた知識を活用した り、

思考力を発揮 した りしてより

深 く理解 した り、新たな問題

を見つけ、解決 した り十る

0今 までのように個別の知識を克えるだけでなく、それ らが互いに関連付けられ、さらに社

会の中で生きて働 く知識 となるように学習 しなければならない。 また、これ らの知識が社

会における様々な場面で活用できる知識 として身に付けられるように学習 しなければなら

ない。
※上記 したようなことができなければならない。

メ(L記の資質 。能力に必要な内容になる
[

外国語教育が、教科 11な る_(外 国語科 )

道徳が、「特別の教科道徳」になる

他の教科の内容は、大き `(変 わらない

学習内容は、削減 されないぅ

1来年度から変更されること il
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○来年度から移行措置として、 3・ 4年生の外 []ヨ 語

活動が年間で 15時間始まります。 5・ 6年生の

外国語は、今年は年間 35時間でしたが、 15時
間増え50時間になります。

○道徳は、先行実施となり、特別の教科道徳 として

実施され、連絡簿に文章で評価が記載されます。
t新 しい学習指導要領 _'｀ 考え方 1文郁科早省資十1二 り,
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今年度 :)2月 2日 (金 )|こ 6名 のボランテ ィアの皆さんにお世話になり、奥伊吹スキー場でスキー教

室を開催 しましたの早朝より学校に集 合し、全員が参加をすることができました,天 候にも恵まれ、終

日、晴天の中での開催 となりましたこそれまでの寒い毎 日が嘘のようでした。初めてスキーをする子 ど

もたちもたくさんいてどうなるかと思いました。慣れない靴やスキー板に、始めは悪戦苦闘していた子

どもたちも時間が経つにつれ、滑る感覚をつかみ、気持ち良く滑っていく子が増えてきましたこ途中か

らトンネル (動 く歩道)に乗って200mぐ らい上の斜面から滑り始める班が多くなりました。帰る頃には、

ボ~ゲン (′ の`字形にスキーを開いて滑る方法)で 自由に曲がりながら滑っていましたこ 子ど()た ちは

大満足で、ケガをする子どもも無く、全員無事に帰ってきました_ス キーの楽 しさを味わえた一日 Fご l_

た、これからの生涯体育に結びつ |十 て欲しいものです、
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学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力 ◆人間性等

未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成生きて働 く知識・技能の習得

何ができるようになるか

どのように学ぶか何を学ぶか

スキー教室を開催しました


